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審査 の 結果の 要旨

氏名 山本 夏代

1 . 序論

ペ パ ー ミントオイル の 十二 指腸嬬動抑制作用を明らか にし
､

ペ パ ー

ミントオイルが E R C P の 鎮痩剤

として有効であるかを検討した ｡ 無対照 ･ 用量一反応比較探索的臨床試験とした｡

2 . 試験の方法に つ いて

対象は ､ 画像検査 にて胆揮疾患が疑われ
､ 精査加療目的 に E R C P を施行された 2 0 歳以上の

4 0 症例とした ｡

ペ パ ー

ミントオイル 溶解液 は ､
1 . 6 % および 3 . 2 % 溶解液を用 い ､ 胃もしくは十 二指腸に甜子 口よ

りシリンジにて 2 0 m l ず つ 投与とした ｡ 内視鏡は ､ 検査医熟練度によるバ イア スを避 けるため
､
2 0 0 0

例以 上 の経験をもつ 内視鏡医 2 名が行なうこととした｡ 濃度 ､ 投与方法の異なる4 群( 第1 群) 1 . 6 %

溶液 ･ 初回 2 0 m l 投与群 ､ 第2 群) 1 . 6 % 溶液 ･ 初回 4 0 m l 投与群 ､ 第3 群) 3 . 2 % 溶液 ･ 初回 2 0 m l 投

与群
､ 第4 群) 3 . 2 % 溶液 ･ 初回 4 0 m l 投与群) に分けて投与を行っ た｡

嬬勤評価は内視鏡の ビデオ録画画面での 嬬動収縮回数をおよび内視鏡医嬬動ス コ ア( 内視鏡

録画画面にて 一

分間の嬬動状況を単独判定者が判定) ､ E R C P 完遂率などに つ い て評価を行な

っ た
｡

3 .

ペ パ ー

ミントオイル の使用量に つ い て

各群では ､
ペ パ ー

ミントオイル溶解液は 1 群で 3 4 m l( ペ パ ー ミントオイル 量 o . 5 1 g) ､ 2 群で 4 4

m l( 0 . 7 0 g) ､ 3 群で 3 0 m l( 0 .9 6 g) ､ 4 群 4 6 m l( 1 .4 7 g) 使用した｡ ペ パ
ー

ミントオイル の追加使用症例

は
､
1 群で 6 例( 6 0 % ) ､ 2 群 で 2 例( 2 2 . 2 % ) ､ 3 群で 6 例( 6 0 % ) ､ 4 群で 3 例(3 0 % ) であ っ た｡ 各

群で有意差は 見られなか っ た ｡

4 . 嬬動鎮痘効果 につ いて

内視鏡医の嬬動ス コ アにて有効と判断した症例は ､ 総計で 2 8 / 3 9 例( 7 1 . 9 % ) が効果ありと評価

された ｡

嬬動鎮痘効果が 不十分で他剤を使用した症例は全体で 2 例の みであっ た
｡

ペ パ ー

ミントオイル 溶解液の みの使用下で の E R C P 成功率は全体で 3 4 例(9 1 . 9 % ) となり､ ほと

んどの症例で ペ パ ー

ミントオイル 単独使用にて E R C P の 施行が 可能であり､ また成功率も低 下させ

なか っ た｡

嬬動回数 による評価で は ､ 嬬動回数の 低下傾向はあるもの の統計学的な有意差は 見られなか
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っ た
｡

しかし､ 内視鏡 医蝶動 ス コ アでは有意に嬬動停止症例が増加した ｡

十二 指腸 の腸管嬬動 は統計学上 有意な蟻動鎮痘効果を認めなか っ たもの の
､ 減少する傾向あ

ると考えた｡

グル カゴ ンとの 比較 でも ､ 効果には明らか な差はみられないもの の ､
コ ス トでは 明らか にべ パ ー

ミントオイル の ほうが安価 であっ た｡

5 . 考察

本試験 にお い て
､

ペ パ ー

ミントオイル 投与前後の嬬動回数で は統計学的な有意差が みられな

いものの ､ 傾向は得られ
､
内視鏡医嬬動ス コ アリングでは有意な結果が得られた ｡

また
､

ペ パ ー ミン

トオイル 溶解液の管腔内投与にて高い E R C P 検査完遂率が得られ ､ 本薬剤 を嬬動鎮疫剤として使

用して E R C P は可能であることがわ か った ｡

安全性 につ い ては
､
3 9 例中 4 例と比較的多くに偶発症を生じた｡ うち2 例は急性障炎であるが

､

当科の E R C P 後陣炎発症率は 3 .9 % と比較しても有意な差はみられず ､

ペ パ ー

ミントオイル溶解液

の 投与とは関連性が低 いと考えた｡

ペ パ ー

ミントオイル は E R C P の 胆管挿管に充分な蝶動鎮疫効果が 得られること
､ 局所投与である

ため
､
全身 - の 作用が少ない点

､ 投与方法が簡便である点 ､ 安価である点は既存の嬬動鎮痘剤と

比較しても有効であると考える｡

以上 , 本論文は ペ パ ー

ミントオイル の蝶動鎮疫効果をE R C P にお い て検証 した初めて の報

告で あり E R C P および嬬動鎮痩剤としての ペ パ ー

ミントオイル溶解液の安全な普及 につ き
､
重要な

な貢献をなすと考えられた｡

嬬動鎮疫効果の評価方法に関して
､
主観的な要素がやや強いとの指摘をうけ

､ 客観 的な判断方

法で再度評価をしなおす べきとの コメントであった ｡ こ の点を訂正すれ ば学位の授与に値するもの

と考えられる｡
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